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人
間
関
係
論
を
め
ぐ
る

考
察

1

1
傍
使
闘
係
正
の
闘
連
に
お
け
る

1

l降

旗

武

彦

f主

じ

同Z

き

近
代
的
結
惜
の
人
的
組
織
、
特
に
坊
働
者
集
圃
に
針
す
る
新
た
な
は
性
近
の
方
法
で
あ
る
人
間
閥
係
論
(
国
ロ
ヨ
自
国
巴
巴
己
日
〕
に
つ
い

て
は
、
γ
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
そ
の
抗
附
が
き
わ
め
て
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
な
お
研
究
の
過
程
に
あ
る
こ
色
な
ど
の
た
め
に
、
論
ず

べ
き
多
〈
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
開
係
論
の
と
り
あ
げ
方
に
つ
い
て
も
多
く
の
方
法

が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は
人
間
関
係
論
を
人
事
管
理
と
の
閥
漣
か
ら
間
固
と
し
、
か
h

る
は
壮
近
が
絞
惜
の
弊
働
者
集
聞
に
と
っ
て

如
何
な
る
意
義
と
限
界
を
有
す
る
か
を
弊
使
閥
係
へ
の
芳
阪
を
加
味
し
つ
〉
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
研
慌
に
資
し
た
い
と

者
え
る
o

以
下
に
お
け
る
我
々
の
考
察
は
、
人
間
関
係
論
の
特
質
の
把
握
、
モ
の
人
事
管
理
へ
の
展
開
、
か
〉
る
人
事
管
理
に
向
け
ら

れ
る
一
つ
の
批
判
及
び
そ
の
検
討
を
へ
て
一
一
際
の
結
論
に
及
ぶ
こ
と
に
す
る
。

人

間

関

係

論

の

特

質

人
間
関
係
論
が
、
メ
1
ヨ
1
Q
'
冨
与
。
〕
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
所
澗
ホ
1
y
y
賞
験
(
出
白
書

E
日
開
M

召

mHHEEZ)
の
過
程
か

人
間
関
係
論
を
め
「
る
一
考
察

第
七
十
二
雀

七

事自

挽

七



第

七

十

二

巻

第

一

腕

ら
見
出
さ
れ
た
、
経
静
の
人
的
組
織
に
封
す
る
湖
特
な
提
近
方
体
円
で
あ
る
「
と
は
、
既
に
幾
多
の
文
献
。

γ
詳
細
な
紹
介
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
〉
で
は
、
そ
の
特
質
を
見
山
川
す
手
が
か
り
と

L
て
、
各
世
時
酬
の
結
論
の
み
を
、
ホ

l
y
ン
賢
験
宮
中
心
に
辿
っ
て
み
る
こ

人
間
閥
係
論
を
め
「
る
一
考
察

y、、

Y又

と
と
す
る
。
ミ
ラ

1
〉
ゾ
方

l

ム
(
ロ
門
宣
告
司
自
己
巧
'
国
司
。
司
自
)
ば
「
産
業
枇
脅
皐
」

F
L古
川
音
色

M
S昌
司
、
巴
臼
に
お
い
て
ハ

l

パ

I
ド
司
何
グ
ル
ー
プ
的
研
境
成
巣
を
挟
の
恥
く
要
約
し
て
い
る
。

侶)(1)

〔
会
亡
の
ハ
ー
バ
ー
ド
の
謝
査
研
究
よ
り
)

作
警
は
一
つ
の
隼
闘
活
動
で
あ
る
。

〔
フ
ィ
ラ
ア
ィ
凡
プ
ィ
ヤ
近
郊
の
紡
績
工

人
間
枇
品
円
台
E
g
E巴
当
日

5
0
ご
Z
E
E
C
は
主

r作
業
活
動
を
廻
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

協
の
宮
殿
と
か
1
ツ
ン
T
L

協
の
椴
前
川
市
制
問
責
作
業
官
邸
ー
が
り
〕

ω
他
人
か
ら
人
格
を
一
認
め
ら
れ
た
い
、
生
括
的
安
益
を
岬
休
止
請
さ
れ
た
い
左
い
う
欲
求
、
吐
合
構
成
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
感
受
は
、

職
工
の
物
理
的
坊
境
よ
り
も
、
士
山
東
平
生
産
性
玖
定
に
際
し
て
付
る
か
に
重
要
で
あ
る
c

{
ホ
1
ソ
ン
、
限
電
器
杭
立
作
業
寝
験
よ
り
〕

帥
刷
工
の
不
満
は
必
ず
し
も
客
間
的
事
授
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
各
人
の
特
殊
事
情
に
基
く
兆
候
で
あ
る
。

(4) 

(ホ
1
ソ
シ
、
面
接
賞

股
よ
り
)

(5) 

職
工
は
、
そ
の
熊
院
や
能
率
が
、
工
場
の
内
外
の
仕
合
的
要
求
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
人
間
で
あ
る
。

(ホ
1
ソ
シ
、
櫓
電
協
組
立

作
業
賢
輸
と
町
電
器
捲
線
作
業
質
験
よ
り
)

工
場
内
の
イ
ン
フ
才

1

マ
ル
な
集
閣
は
、
各
職
工
の
作
業
慣
習
や
態
度
に
封
し
て
強
力
な
社
曾
的
統
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

(ホ
1

ソ
ン
、
間
電
探
捲
線
作
業
観
察
貿
験
と
東
部
海
習
の
三
一
金
図
工
場
調
査
よ
り
)

か
ら
轡
臆
的
舵
骨
円
〔
邑
凶
耳
目

4
0
2
n
E可
)

(6) (7) 

既
成
の
刑
脅
す
m
E
E
E
Z己
m
0
2
4
)

へ
の
硬
化
は

一
般
に
工
場
の
枇
曾
組
織
を
破

壊
す
る
傾
向
を
有
す
る
。

zmカ
ル
フ
オ
"
で
一
ヤ
の
航
定
機
工
場
制
査
よ
句
〕



川
刷
集
閤
の
協
働
は
突
瑚
目
的
に
起
り
う
る
も
の
で
は
な
く
、
計
幸
一
的
に
四
日
展
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
集
閣
の
協
働
が

達
成
さ
れ
る
と
、
工
場
内
の
作
業
の
関
係
は
、
判
明
際
的
批
合
の
破
壊
的
諸
影
響
に
抵
抗
す
る
結
集
体
官
o
v
z
E己
主
な
る
こ
と
が
出

来
る
。

円
十
日
カ
ル
プ
オ
丸
ニ
ア
航
県
隣
工
場
調
査
よ
り
)

以
上
の
如
き
調
布
賢
験
の
油
程
及
び
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
を
綜
合
し
、
諸
文
献
か
ら
補
足
し
な
が
ら
人
間
関
係
論
を
一
般
的
に

規
定
す
る
と
次
の
如
〈
で
あ
る
。

一
般
に
人
聞
が
感
情
的
非
合
理
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
人
間
関
と
、
か
、
当
る
人
間
と
し
て
の
務
働
者
の
態
度
や

行
動
を
動
椴
づ
け
る
感
情
的
要
閃
が
、
勢
働
者
を
と
り
ま
く
イ
ン
ア
ォ
1
7
ん
な
、
或
は
現
賢
の
人
間
的
社
合
的
環
境
に
よ
っ
て
決

定
的
に
左
右
さ
れ
る
事
官
に
滑
目
し
、
か
〉
る
却
資
の
人
間
組
織
こ
そ
が
工
場
な
ど
の
中
根
休
を
形
成
す
る
と
い
う
経
皆
視
と
に
立
脚

人
川
閥
係
県
酬
と
は

L
、
経
営
に
お
け
る
人
川
和
五
刷
、
人
間
正
集
閣
の
川
、
及
び
集
聞
と
柴
閣
の
問
の
相
互
作
用
や
相
互
関
係
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
v
hし
れ
ら
の
話
劇
係
の
コ
ミ
ユ
ニ
イ
ケ
イ
シ
ョ
シ
左
理
解
司
協
働
、
組
織
の
均
衡
維
持
な
ど
の
諸
問
山
田
を
考
察
す
る
↓
つ

の
思
考
休
系
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
の
特
質
の
第
一
は
.
終
日
背
に
お
け
る
弊
働
者
を
今
ま
で
の
如
く
.
4
f
銭
的
刺
戟
に
倣
感
な
粧
情
人
と
考
え
た
り
、
野
働

問
刑
閣
叩
や
一
産
業
心
理
壊
の
針
認
で
あ
る
生
班
的
物
理
的
人
間
と
し
て
一
面
的
か
つ
市
川
立
的
個
人
と
考
え
る
こ
と
の
非
を
訟
き
、
感
情
を
持

ち
、
意
欲
を
持
っ
た
具
休
的
人
間
と
い
う
明
維
な
認
識
に
立
ち
、
し
か
も
過
去
お
よ
び
現
在
の
人
間
的
批
脅
的
環
境
の
制
約
を
受
け
つ

〉
行
動
す
る
人
間
と
し
て
と
ら
え
た
こ
と
。
第
二
は
、
従
来
工
場
の
本
質
的
構
遣
を
、
組
織
闘
に
示
さ
れ
た
合
理
的
生
産
機
構
と
し
て

と
ら
え
、
し
た
が
っ
て
能
率
の
論
理
の
貫
徹
す
る
も
の
左
考
え
て
来
た
こ
と
を
排
撃
し
‘
前
遁
の
如
き
人
聞
の
集
閣
よ
り
な
る
枇
曾
組

織
に
経
常
の
本
質
を
見
出

L
，
情
感
の
論
理
の
働
く
イ
Y

フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
を
重
観
す
る
こ
と
。
第
三
は
‘
か
、
〉
る
制
点
を
導
き
出

人
間
闘
係
論
を
め
「
る
一
場
察

第
七
十
二
雀

九

第
-
競

九



第
一
斑

L
、
ま
た
殻
展
さ
せ
る
研
賓
方
法
と
し
て
、
極
端
な
ま
で
に
絞
験
的
賢
詩
的
按
近
を
主
張
ぃ
、
人
間
関
係
的
諸
事
賞
を
件
得
意
す
る
こ
と

の
三
つ
の
点
で
あ
る
。
以
ト
一
の
如
き
人
間
闘
係
論
は
、
終
踏
の
人
的
組
織
を
人
間
関
係
の
働
く
場
所
と
し
て
、
現
笠
に
即
し
た
把
握
方

法
を
と
る
定
味
か
ら
、
一
般
的
に
は
終
日
営
に
釣
す
る
枇
合
問
問
乃
烹
一
位
台
心
理
皐
的
提
近
の
特
質
を
有
す
る
も
の
と
一
式
え
る
と
と
も
に
、

経
来
終
談
内
部
へ
の
か
、
る
捺
近
が
等
問
問
さ
れ
て
来
た
た
め
新
た
な
試
み
と
し
て
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
、
こ
れ
を
、
起
点
に
産
業
批

合
居
中
及
び
勢
働
相
合
原
と
い
う
新
た
な
併
許
領
域
が
念
速
に
ひ
ら
か
れ
、
瑞
H
M
比
す
る
こ
と
し
ι
な
っ
た
『

人
間
関
係
論
を
め

r司
令
一
考
察

第
七
十
一
一
棋

O 

O 

自

ω
人
間
閥
係
論
が
濁
特
な
研
究
方
法
に
基
〈
新
式
な
研
需
領
域
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
レ
ス
リ
ス
パ
1
ガ
1
、
戸
』
同
百
円
巴
嵐
官
話
再
が

司思

S
E
p
t、M2h
月
号
内
沼
恒
常

L
S話
。

w況や~~勺
Q

ヨ陀

w
q
t
3
A
L
F
E
z
-
p
z
g
-
H自
民
日
F
E
A
E
)
に
お
い
て
、
の
司
口
H百
E
w

n
間

宮

HHao己
・
同
凶
作
司

Z
E
o
p
司

閏

ZOOHO唱
市

E
m
o
Z
阿
国
内
凶
円
〉
冨
3
E
の
各
著
曹
を
紹
介
し
比
較
し
た
上
舎
強
調

d

て
い

る。

問
主
た
る
女
献
の
み
を
あ
げ
る
主
、
開
-
Z弓
0
・
叶

r
民
5
N
E

』

U
E
E刊
誌
旬
。
『
』
a
p
p号
E
O
Z『

国

内

E
E
-
-
E回
目
〔
村
本
品
開
一
謀
、
「
産
業

交
問
に
お
け
る
人
間
同
組
」
冨
』
ou

叫

1
F
F
E
~
P
E
P
Z
o
h
k
p
L
Zコ
と
の
で
止

t
r
o
p
H∞
由
〔
藤
田
敬
=
一
、
名
和
統
」
語
、
「
ア
メ
リ

カ
文
明
と
静
岡
ど
司
同
国
0
0
宣
伝
百
円
ぬ
司
自
白
唱
'
U
F
n
w
m
o
p
-
P
E官
君
主
主
L
寸

F
m
g
L
P
E
A
U
-
同
OOF-MmUO吋
m
R
足
言
、
何
時

B

2
見

E
L
ミ
G
E
r
-
-忠
コ
ロ
・
口
昌
己
耳
目
晶
君
国
・
『

O叶日・

L
F
K
R
h
y
L
P
S
F宅
一
巳
白
な
ど
で
あ
り
、
人
間
関
係
論
の
内
容
に

止
ら
ず
、
戸
退
の
問
題
し
た
が
っ
て
研
党
上
の
抽
出
粒
を
明
ら
か
に
し
ζ

い
る
も
の
と
し
て
、
演
島
朗
、
「
ア
メ
リ
カ
努
聞
社
曾
阜
の
成
立
と
賞
展
」

(
陥
商
邦
雄
師
、
「
労
働
世
墜

A

官
」
六
九
l
一
八
八
頁
〕
及
び
H

S

エ
リ
ス
編
、
都
留
軍
人
課
院
修
「
現
代
経
摘
阜
の
展
望
」
、
理
論
篇
I
、
第

三
章
静
岡
の
昭
商
阜
、
一
九
七
二

O
五
頁
な
ど
が
あ
る
G

m
u
n
冨
昌
司
自
白
司
同
町
《
司
自

-
F吾川円、
E
~
~
F
E
F当

HFU】

HMHM
叶
凶
!
誌

ω
演
島
、
前
掲
論
文
、
一
二
二
1
二
二
一
一
頁
。



町

田

O
O
Z
E
σ
日
旬
。
♂
司
Z
N
S
F
E
s
a片
岡

里

p
h
h
Lミ
ヨ

2
w
柏
市
ロ
ロ
E内
MHMHC-∞
(
国
'
回
国

M
E
H
E
4
-
H
C自
)

川開

g
E
4
冨
V
E
。l
目。叶
ζ

ふ
で
レ
ス
リ
ス
パ
I
ガ
ー
は
、
人
山
間
関
係
論
が
濁
立
の
科
恩
と
い
う
に
は
ま
だ
早
い
が
一
つ
の
思
考
体
糸
で
は
あ
る

こ
と
や
一
述
べ
亡
い

72

日
川
レ
ス
リ
ス
バ
1
ガ
1
付
前
掲
論
文
一

O
七
貨
に
お
い
て
、
「
近
代
科
民
七
は
原
理
は
事
貨
に
従
回
す
る
」
と
明
言
し
て
い
る

E

川
山
口
J

円
。
己

m
y
p
z
Z
苦肉~ミ
E
Q
N
2
2
h
a
s
L
P
E
号
H
L
F
E
E
E
E色
、
司
司
・
斗
l
u
B
‘
富
三
日
目
邑
巧
同
町
。
H
E
L
F
E
‘
p
-
F一

4M『
開
伊
向
。
O
M
M
Y
H誌
KRいえ
WML
同
巳

ah
。誌
M
Rヨ
L
E
R司旬。
c
L
Q可
K2Hmw日
rMM'
印

仙
川
ヱ
リ
ス
師
、
前
掲
書
、
一
九
人
一

O
O頁

Q

泊
品
二
削
掲
論
文
、
七
O
|七
一
頁
。

一
三
コ
一
一
五

O
京。

人
間
闘
係
論
主
人
事
管
理

粧
悼
の
人
的
組
織
に
到
す
る
批
合
串
的
b
よ
び
世
曾
心
現
壊
的
接
近
の
特
質
な
有
す
る
人
間
嗣
係
論
は
、
新
た
な
研
究
領
域
で
あ
る

産
業
祉
曾
皐
或
は
掛
働
刑
合
同
寸
成
立
の
一
端
緒
を
な
し
士
に
止
ら
ず
、
人
事
管
理
に
も
著
し
い
影
響
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
人
事
管
閉
が

挟
昭
さ
れ
る
こ
と
冶
な
っ
た
。
新
た
な
人
事
管
理
と
は
如
何
な
る
観
点
に
立
ち
、
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
ら
う
か

7

我
々
は
こ
れ

r答
え
る
前
に
、
ム
出
聞
係
論
成
立
の
一
動
械
と
な
っ
た
ホ
!
ソ
シ
賢
験
が
貯
働
生
産
性
増
進
の
方
策
如
何
正
い
う
、
本

来
経
営
に
お
け
る
人
事
管
理
の
問
題
に
端
を
設
し
て
い
る
と
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
新
た
な
人
事
管
理
が
人
出
附
係
論
と
将
院
な
闘

蓮
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
山
来
よ
う
。

L
た
が
っ
て
我
々
は
、
新
七
な
人
事
管
理
的
蹴
点
を
、
メ
イ

レ
ス
リ
ス
パ

1
ガ
ー
な
ど
の
、
人
事
管
盟
へ
の
勧
告
の
中
に
求
め
て
み
よ
う
。

ヨ

「
ア
メ
リ
カ
文
川
、
と
勢
働
」
吋
『
』
OBA

』

U36F言
。
h
b
F
L
r
E
t
円吉町一色
S
P
]
戸
川
区
印
の
中
で
、

1

フ
に
よ
る
研
究
泊
程
を
詳
細
に
展
開
し
た
後
で
、
衣
の
如
く
勧
告
す
る
。

メ
イ
ヨ
ー
は
、

ノ、

ノ、

正

人
間
闘
係
論
を
め
ぐ
る
一
考
察

潜

血t

第
七
十
二
盆

グ示

ル



人
間
闘
係
論
を
め
ぐ
る
一
考
察

第
七

f
二
議

第

腕

的
葎
話
市
及
び
そ
の
他
的
人
間
的
諮
闘
係
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
的
附
位
に
あ
る
人
々
は
、
密
接
な
闘
連
を
も
っ
人
間
の
グ
ル
ー
プ
を
取
扱

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
工
、
多
数
個
人
の
胆
な
る
砕
を
は
扱
つ
℃
い
も
の
で
は
な
い
。
人
間
は
、
本
来
常
に
曲
目
悶
迦
程
に
お
い
て
、
彼
一
の
仲
間
と

の
結
合
を
保
ふ
り
た
い
と
い
う
欲
早
を
も
っ
て
い
る
が
、

ιの
よ
う
な
強
い
欲
望
の
存
在
こ
そ
、
資
は
人
間
の
特
徴
な
の
で
あ
る
。
と
れ
を
陣
営
者
が

盤
調
し
た
り
、
京
は
と
の
人
間
の
衝
動
を
陸
士
つ
け
よ
う
と
す
る
無
暴
な
企
て
を
行
う
な
ら
ば
、
即
座
に
何
ム
か
の
形
に
お
い
て
、
神
瞥
自
体
が
挫

折
す
る
G

削
工
場
内
に
お
け
る
個
人
行
動
は
、
一
一
臣
怖
前
に
予
め
そ
の
技
術
館
力
や
そ
の
他
の
能
力
を
テ
ス
ト
し
、
か
か
る
精
密
な
試
験
を
括
礎
と
す
る
と
と
に

上
っ
て
予
知
さ
れ
得
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
の
信
念
は
、
全
面
的
に
を
は
な
い
と
し
て
も
、
大
低
日
誤
つ
亡
い
る
。
涌
常
の
場
合
に

は
、
顧
問
後
彼
が
「
チ
ー
ム
」
に
針
し
て
け
と
の
よ
う
お
闘
係
に
入
打
込
む
か
に
よ
っ
て
、
彼
の
ミ
れ
ま
で
に
浪
速
さ
せ
た
謂
能
力
の
却
質
的
活
用
が

決
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

間
管
理
者
的
地
位
に
あ
る
も
の
が
、
孤
守
的
個
人
の
集
合
と
レ
う
不
合
理
な
限
訟
を
一
榔
し
、
注
話
探
レ
研
需
の
中
仁
一
訳
さ
れ
た
氏
の
恢
曲
折
事
直

に
認
め
、
こ
れ
を
庭
珪
し
よ
う
と
努
力
し
始
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
成
果
は
直
ち
に
開
く
べ
き
も
の
と
れ
以
品
。

て
いま
るた

O 

'l レ
〉又

り

〉ベ

ノ、

クJ

も

「
終
時
間
と
士
気
」

亘
自
品

2
2
2
L
ミ
ミ
ム
句
、
]
志
向
に
お
い
て
、
メ
ィ
ヨ
!
と
殆
ど
同
様
の
勅
告
を
し

し
た
が
っ
て
「
ヴ

1
ム
L

欣
況
の
電
腕

以
上
よ
り
我
々
は
、
新
た
な
人
事
管
理
の
槻
点
が
、

ω管
現
剖
裁
の
人
間
集
悶
と
し
て
の
明
確
な
認
識

剛
山
従
来
の
概
念
的
侭
設
の
放
棄
と
民
の
欣
熊
の
現
質
的
把
慨
に
恭
く
虚
理
の
三
点
で
あ
る
こ

ω扉
備
後
の
人
刷
闘
係
、

主
が
明
ら
か
、
と
な
っ
た
。

新
な
人
事
管
理
の
槻
点
が
如
何
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
我
々
は
、
こ
の
観
点
が
人
事
管
理
で
如
何
に
展
開
さ
れ
る
か
を
、
ピ

VM14〈
と

v
イ
ャ

1
1
3
p
m
o
E
ω
E
n
z
z百
日
〕
の
「
人
事
管
理
」

P
E喜
弘
証
言
一
言
守
主
op
呂
田
と
現
賓
の
ア
メ
リ
カ
の
諸

合
祉
に
お
け
る
具
体
的
な
人
事
管
理
の
一
股
的
動
向
の
雨
面
か
ら
明
ら
か
に
し
で
み
よ
う
。



ピ
ガ

l
芳
、
と
マ
イ
ヤ
1

1
は

「
人
事
管
理
」
の
内
詐
を
二
郎
に
分
ち
、

一
部
に
お
い
て
人
唱
管
理
の
一
般
原
理
と
そ
れ
に
伴
う

般
的
諸
施
策
を
述
べ
て
お
り
そ
の
内
容
は
A
か
ら
F
の
弐
の
如
き
六
項
目
か
ら
な
る
。

A 

人
事
管
理
の
本
質
、

2
r
o
z
m
w
E
Z
E
H
v
q
Eロ
ロ
巴
〉
色
目

5
5可
州
科
目
。
ロ
)

B 

人
事
問
題
の
底
割
、

〔
固
凶
ロ
仏

]Em
司
命
日
。
ロ
ロ
旦
同
V

】昌

E
O目
m〕

C 

組
織
安
定
の
診
断
、

(ロ
E
mロ。悶阿国囚

CMqmEMMNmCOロ
凶
目
的
常
任
回
]
H昨
日
可
〕

D 

チ
ー
ム
ソ

I
ク
の
樹
立
と
緋
村
、

(
回
旦
戸
山
口
ぬ

E
E
F
F
E
E
Z
E
ω

司
O
W
4
2
S〕

E 

賃
全
問
題
と
作
業
副
首

〔司
ω
m
g
E晶
君
。
w
E
E
mロ
自
E
C

F 

従
業
員
厚
生
計
輩
、

(
出
口

M匂
-
。
判
。
。
由
。
同

4

ユハ
um
向ロ白

HMHom円
mRM)

こ
の
内
容
の
詳
細
な
紹
介
は
後
に
譲
り
、
彼
等
の
力
説
す
る
点
の
み
に
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
の

人
事
管
理
の
定
義
を
み
る
と
、
「
人
事
管
理
と
は
、
働
く
人
々
が
本
来
持
っ
て
い
る
能
力
を
最
大
限
度
に
殻
揮
し
、
し
た
が
っ
て
最

大
限
度
の
持
率
を
個
人
に
お
い
て
も
ま
た
グ
ル

I
フ
と
し
て
も
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
ら
が
そ
の
一
員
で
あ
る
経
営
を
し
て
競

宰
上
の
有
利
性
と
最
越
な
成
柴
を
符
さ
せ
る
」
う
に
す
る
た
め
に
、
働
く
人
々
を
組
織
し
扱
う
方
法
の
準
則
で
あ
り
」
、
そ
の
た
め
の

主
な
着
眼
点
は
、
佃
人
的
満
足
を
糊
す
の
み
で
な
く
、
働
〈
グ
ル

1
フ
の
一
員
と
し
て
の
糊
見
を
待
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
に
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
で
は
か
〉
る
誼
聞
と
活
眼
点
は
、
如
何
な
る
内
蒋
を
も
っ
て
人
事
管
理
に
反
附
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
か

7
0

第
一
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
人
的
要
因
の
特
殊
性
、
し
た
が
っ
て
人
間
集
闘
の
特
殊
性
を
充
分
認
識
し
、
人
事
問
問
の
内
面
的
犯
握

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
倍
に
お
け
る
人
間
集
閣
の
問
題
は
、
営
然
能
率
或
は
組
織
の
安
定
に
附
わ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
弐
の
如

t
一
式
う
。
即
ち
、
経
慨
が
よ
き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
維
持
し
、
し
た
が
っ
て
所
期
の
目
的
を
謹
す
べ
き
欣

人
間
関
係
論
を
め
ぐ
一
。
一
考
察

第
七
十
二
巻

第
一
一
蹴



人
間
閥
係
論
を
め
く
る
一
考
察

第
七
十
三
越

四

態
に
あ
る
か
否
か
を
知
る
指
標

(
E骨
MG
と
し
て
、

ω生
産
能
率
右
B
E
n
tぐ
O
O
B
E
E
n可
)

故
〔
仰
の

n
E
E
E
)

ω勢
働
者
の
移
動
士
号
日

E
2
0
4
2
E
a
自
信
目
己
目
。
E
M
g

a品

披

四

ω渥
刻
主
紙
勘
〔
E
E
E
B
m
)

同
刷
事

mw
不
一
午
と
背
情
〔
E
E
H
U
E
P
E
E仏
間

H
h
m
Z
R
E
)

が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
拘
槙
か
ら
質
情
や
一
把
握
す
る
た
め
に
は
、
表
岡
に
あ
ら
わ
れ
た
記
録
や
数
字
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は

な
〈
、
古
賀
町
に
幣
む
環
境
や
熊
度
と
の
悶
漣
か
ら
理
解
す
る
と
と
が
正
し
い
人
事
同
組
解
伏
の
前
提
E
あ
る
と
。
そ
の
た
め
に
特
に
同

按
(
日
百
円
三
何
者
百
四
〕
制
度
を
粛
閥
し
て
い
る
。

第
二
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
具
体
的
な
人
萄
政
策
の
樹
立
に
際
し
て
、
佃
人
並
に
集
聞
の
意
思
や
感
情
を
唯
荒
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、

ωヲ
l

ム
ツ

l

ク
の
中
心
と
し
て
の
職
長
椴
能
の
貫
蹴
と

T
・
W
・
I
・
の
質
施
。

ω装
集
法
制
作
間
置
に
お
付
る
同
接
制

度
の
活
用
。

ω増
融
制
度
宜
施
に
際
し
て
の
従
業
員
の
定
見
年
貫
。
印
個
人
的
或
は
ブ

l

ム
欣
汎
に
よ
る
州
内
勤
官
O
E
Z
E
可
凶
器
内
向
吋
)
。

刷
工
場
規
則
作
成
に
お
付
る
従
業
員
代
表
の
参
訓
ω
似
賃
金
問
題
に
闘
す
る
勢
使
職
務
許
個
幸
一
員
曾
の
話
用

Mm引
業
保
件
射
砲
の
場
合

の
従
業
員
の
感
情
の
噂
章
。
附
従
業
員
に
針
し
て
、
祉
曾
的
連
帯
感
に
恭
い
て
行
う
?

l
ヴ
ィ

λ

。
的
問
助
計
制
度

(
E
E
2
2
0
P
ω
官
官
自
)

に
お
け
る
助
言
委
員
曾
の
活
用
な
ど
で
あ
る
。

第
三
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
か
、
る
人
間
本
位
の
増
え
万
(
耳
目
。
ロ
日
己
q
Z
F
E
W
E
E
と
艇
後
政
策
本
作
の
考
え
方
守
0口
♀
t

百
四
丹
市
内

E
F
E
Eロ
包
と
は
経
営
の
動
的
過
程
に
お
い
て
相
即
的
に
務
展
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
例
え
ば
人
事
政

策
樹
立
に
際
し
て
の
根
本
原
則
を
示
し
て
い
る
中
で
、
従
業
員
の
糟
利
と
義
務
が
設
か
れ
て
い
る
が
叶
ご
の
こ
と
は
、
彼
等
が
経
皆
を

一
つ
の
有
機
休
と
芳
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
経
営
に
お
付
る
人
間
の
問
題
と
政
策
の
問
問
と
の
聞
に
根
本
的
封

7
一
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
一
一
行
ず
れ
ば
、
粧
皆
目
的
是
認
の
前
提
に
立
ち
、
従
業
員
の
槽
利
が
、
意
思
や
感
情
の
等
重

を
伴
っ
て
、
抑
制
僻
政
策
の
限
界
内
で
充
分
認
め
ら
れ
る
限
り
、
従
業
員
は
、
組
織
維
持
の
た
め
の
義
務
を
皆
然
負
う
べ
き
も
の
と
考
え



て
い
る
の
E
あ
り
、
円
滑
な
人
事
管
理
は
野
使
双
方
の
努
力
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
ら
う
。

以
上
が
ピ
ガ

1
1
と
マ
イ
ヤ
l
ズ
の
「
人
事
管
理
」
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
諸
点
の
概
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
我
々
は
ア
メ
u
p

カ
の

ω
意
欲
剥
夜
〔
置
。
E
5
m
R
2
2
)
熊
度
調
主
〔
R
Z
E
m
m
R
2
ユ

諸
合
祉
に
お
け
る
人
事
此
策
の
中
で
特
に
新
た
な
傾
向
と
老
え
ら
れ
る
も
の
を
淡
路
氏
の
「
ア
メ
リ
カ
の
勢
務
管
理
」
よ
り
一
不
?
と
、

ω
個
人
接
綱
制

3
0
3
0
E
H
口

Oロ
E
E
H
V
F♀

ω
蛇
持
者
訓
練

(
山
口

E
2
Z
O同
叶

E
E
E
m
u
ω
野
務
組
織
の
再
編
成

開
利
の
改
脊
な
ど
で
あ
も
r

こ
れ
を
ピ

f

r

と
マ
イ
ヤ

l
f
の
「
人
事
管
理
」
で
就
く
所
主
比
較
「
る
と
、
多
く
の
一
致
点
を
凡
山

ω設
問
山
疏
辿
の
諸
政
策

間
庭
先
相
談
〔
同
E
E
E
t
A
U
E
S
E
E
m
)
刷
厚
生

す
と
と
が
出
来
る
ば
か
り
で
な
く
、

メ
イ
ヨ
ー
な
ど
の
勧
告
が
現
買
に
如
何
な
る
形
態
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
出

来
た
。新

た
な
人
事
管
理
の
具
体
的
内
容
十
一
川
ら
か
に
し
た
後
で
、
か
、
コ
る
諸
施
策
の
杢
て
が
必
ず
し
も
全
く
新
た
な
内
容
を
持
つ
も
の
な

の
ど
ら
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
こ
れ
に
封

L
て
我
々
は
、
た
主
え
そ
の
中
の
幾
つ
か
の
方
法
が
飢
に
行
わ
れ
て
い
た
に
せ

よ
、
そ
れ
に
は
今
日
の
人
事
管
理
が
人
間
開
係
論
を
基
礎
と
す
る
如
き
明
確
な
理
論
的
一
長
引
刊
日
が
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
充
分

児

休
系
化
さ
れ
た
も
の
と
は
一
式
え
な
い
こ
唱
と
た
ど
の
点
吉
明
白
な
相
誌
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
新
た
な
人
事
管
理
の
特

質
は
正
に
か
、
ゐ
相
遣
の
中
に
存
す
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
即
ち
、
新
た
は
人
事
管
現
の
特
質
は
、
従
来
の
人
事
管
理
の
非
理
論
的
、

非
体
系
的
な
依
陥
、
或
は
何
ら
か
の
時
論
を
持
ち
休
系
を
持
つ
と
し
て
も
、
人
間
閥
係
論
が
見
出
し
た
如
き
経
営
に
お
け
る
人
削
集
閣

の
特
異
性
を
認
め
る
こ
と
が
山
梨
な
か
っ
た
と
レ
う
重
大
な
依
隔
を
、
人
間
関
係
的
問
点
か
ら
是
正
し
、
休
系
化
し
よ
う
と
す
る
点
に

見
出
さ
れ
、
そ
の
宜
味
か
ら
、
世
合
間
申
的
乃
千
三
批
品
開
心
理
問
申
的
性
格
の
濃
い
人
事
管
現
と
も
一
式
う
こ
と
が
出
来
る
勺

人
間
関
係
論
士
め
ぐ
る
一
考
察

第
七
十
二
省

三王

臼1

抗

五



人
間
関
係
論
を
め
く
る
一
考
察

第
七
十
二
翁

_L  ノ、

部

出E

. ，. 
ノ、

話

ω

国
司

E
F
E
E
-
E
5
2
F
E
N
Q語
、
五
足
。
骨

Z
F
5
2
〔司
2
2
L
F
5
2
F
E
F
F
1
s一
色
)
全
開
口

E
U
E
E
E
a

司
自
ロ
nぃ

ω
』

o
u
Eロ
官
は

h
p
F
R
品

Z
Z
Z
3
同情

t
r
s
h
串ム

r
L
(戸
戸
戸
宮
司
自
耳
目
、

ZGH
岡
山
巴

)
E人
事
営
む
の
火
山
叫
単
だ
と
述
べ

τ
い

る
。
立
た
邦
文
E
仕
尾
高
氏
が
、
「
人
間
関
係
と
桃
山
倒
的
生
産
性
L

(

続
日
明
許
論
、
主
程
十
二
せ
)
で
、
新
人
J

な
人
事
管
理
を
「
人
間
杭
是
を
第
↑

原
理
と
す
る
人
事
管
回
」
と
呼
ん
で
い
る
。

間
レ
ス
リ
ス
パ
1
対
1
町
、
前
柄
論
文
に
お
い
亡
ヒ
ガ
1
ズ
と
マ
イ
ヤ
1
ズ
の
「
八
事
管
間
」
と
人
間
閥
係
論
と
を
比
較
し
、
宅
の
相
退
を
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
密
接
な
同
州
連
を
持
つ
こ
と
も
認
め
工
い
る
。
ま
た
人
向
闘
係
論
的
問
先
の
動
機
が
ホ
1
ソ
ン
工
場
に
お
け
る
生
産
性
の
問
題
芭
あ
っ

た
と
と
は
周
知
の
事
質
で
あ
る

Q

問
冨
塁
。

L
E
F
Z
M
-
H
H
H】
叫
邦
語
、
一
五
一
一
五
三
頁
c

的

問

02EHmげ
q
m
p
H
U
E
-
z
u
】宰
l
H
E
m
W
H
I
m
。E
告白

ζ
3
3
託
子

HV司
∞

lJ1

m
H
U
E
-
E
M
H
E
H
8
η
H
U
E
-
司司

2
0ー
l
E
m
H
U
M
P
-
v
H
1
5
H
i日

8
・

1

(

(

 

仙
川

H
E
F
E
M
古

l
q
。

ω
g
E
・
2
ι
H
A∞
苫
匂

同
淡
路
円
治
郎
、

1

ア
メ
リ
カ
の
鍔
務
符
理
」
、
二
九

l
四
O
頁
。
回
杉
競
、
「
人
事
特
別
に
お
付
る
革
本
同
出
」

二
、
一
一
一
号
)
、
四
四
|
阿
入
頁
c

問
回
杉
、
前
掲
論
文
、
四
四
頁

U

的
田
杉
、
前
掲
論
文
、
=
一
七
頁
ω

寺
田
武
義
「
ア
メ
リ
カ
人
事
背
習
の
展
開
」

〔
瞬
間
論
葉
、
六
六
巻
、

(
紳
戸
商
大
論
集
、
一
号
、
)
七
六
七
七
瓦
。

四

新
た
な
人
事
管
理
批
判

人
間
関
係
論
及
び
新
た
な
人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
立
場
か
ら
多
く
の
批
判
が
見
ら
れ
針
。
し
か
し
我
々
は
そ
の
中
か
ら
新

た
な
人
事
管
理
、
即
b
近
代
的
経
皆
の
勢
働
者
集
岡
に
封

F
る
粧
品
宮
側
の
新
た
な
接
近
を
、
他
の
極
に
あ
る
組
合
が
加
何
に
批
判
す
る



批
判
を
ソ
ロ
モ
シ

か
や
一
明
ら
か
に
し
、
双
方
の
見
解
の
比
較
検
討
の
中
か
ら
新
た
な
人
事
管
理
の
意
義
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
。
我
々
は
組
合
側
か
ら
の

パ
ー
キ
シ
(
由
巳
c
目
。
同
国
男
古
口
)
の
論
文
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

パ
ー
キ
シ
は
、
新
た
な
人
事
管
理
の
提
唱
を
、
経
営
者
側
の
弊
働
者
に
謝
す
る
基
礎
的
哲
阜
の
根
本
的
枠
換
で
あ
る
と
い

5
主
張
に

反
針
し
て
、
む
し
ろ
皐
な
る
戦
術
の
礎
化
に
温
ぎ
な
い
も
の
と
論
じ
時
そ
の
論
球
を
、
グ
フ
ト

ハ
ー
ト
レ
イ
訟
に
封
す
る
純
情
者
側

の
支
持
の
態
度
主
新
た
な
人
事
官
理
の
性
格
に
求
め
て
い
る
。
即
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
タ
ソ
ト

山

l
ト
レ
イ
法
は
、
間
体
交
捗
制
『
挺
の

へ
の
復
附
を
希
望
し
て
い
る
も
の
さ
へ
者
へ
ら
れ
、

吸
困
肢
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
.
む
し
ろ
個
人
交
渉
(
日
仏

Z
E
E
-
E
H官
5
5巴

。

組
合
較
蹴
の
傾
向
と
一
一
式
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
新
た
な
人
事
管
理
は
、
メ
イ
ョ
ー
な
ど
の
研
究
に
基
き
務
働
者
の
意
志
宇
感
情
を
重

視
寸
る
方
向
に
向
っ
た
こ

ιは
事
笠
で
あ
る
o

し
か
し
そ
の
結
長
行
わ
れ
て
い
る
諸
方
策
は
、

ω選
持
、
作
業
訓
首
、
井
准
、
解
雇
に

際
し
て
心
理
テ
ス
ト
を
と
れ
入
れ
た
計
実
的
諸
方
策
の
賢
施
、

ω前
半
の
問
題
や
不
耐
に
封
す
る
相
談
係
宇
一
向
接
制
皮
の
採
用
、

ωコ

ン
の
励
行
、

ω職
工
附
に
職
長
な
ど
を
中
心
と
す
る
新
た
な
枇
合
的
グ
ル
ー
プ
の
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
で

ミ
ュ
一
一
ィ
ク

l
シ

あ
る
o

こ
れ
を
以
前
の
い
わ
ゆ
る
厚
生
的
諸
技
術
を
中
必
と
す
る
思
惑
主
義
的
人
事
管
理
と
比
較
す
る
時
、
人
川
の
扱
い
方
の
巧
妙
さ

と
い
う
点
で
は
た
し
か
に
排
出
歩
し
て
し
γ

る
が
、
そ
の
門
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
州
首
働
者
に
到
す
る
人
間
関
係
的
接
近
に
よ
っ
て
企

業
へ
の
忠
誠
を
期
待
L
、
経
侍
と
い
う
祉
合
的
構
迫
の
中
へ
勢
働
者
を
織
り
込
も
う
と
し
て
い
る
点
に
は
愛
り
が
な
く
、
組
合
し
L

の
全

商
的
協
調
や
協
調
関
係
の
設
反
を
は
か
る
意
闘
は
少
し
も
み
ら
れ
な
い
品

そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
組
合
脱
税
の
態
度
と
、
そ
れ
に
恭
く
刻
た
な
人
事
管
理
が
灯
ま
し
い
も
の
で
な
く
正
し
い
方
向
を
意
味

し
な
い
の
か
と
い
う
と
、
第
一
に
経
倍
が
机
合
の
性
格
に
つ
い
て
一
止
し
い
祝
祭
を
欣
い
て
い
る
点
に
あ
る
と
す
る
。
即
ち
、
本
来
組
合

は
、
勢
働
者
濯
が
、
自
ら
の
終
神
的
弱
者
と
し
て
の
地
付
を
自
覚
し
、
弱
者
同
志
が
結
束
し
て
こ
れ
を
打
凶
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に

人
間
闘
係
論
を
め
く
る
一
考
察

第
七
十
二
巻

七

第

披

七



人
間
同
係
論
を
め
ぐ
る
一
考
察

第
七
十
二
往

7'、

第
一
蹴

Yに

そ
の
起
原
を
持
ち
、
そ
の
考
え
方
の
公
式
的
表
現
が
組
合
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
組
合
の
論
理
は
集
閣
と
し
て
の
勢
働
者
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
点
で
、
相
配
管
の
特
徴
で
あ
る
能
卒
の
論
理
と
樹
立
す
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
粧
品
百
が

批
何
に
入
川
閥
係
的
接
近
に
よ
っ
て
弊
働
者
に
呼
び
か
け
よ
う
と
も
、
弊
働
者
は
組
合
の
中
に
こ
そ
救
怖
を
求
め
よ
う
と
す
る
が
、
決

L
て
経
営
の
人
間
関
係
的
接
近
の
劃
き
欺
耐
行
怨
に
は
救
怖
を
求
め
な
い
で
あ
ら
う
o

そ
か
に
も
か
〉
わ
ら
ず
絞
借
が
相
経
ら
子
人
世
帯

管
現
の
有
効
性
を
信
じ
て
い
る
の
は
、
組
合
の
快
格
に
劃
す
る
正
し
い
γ

洞
察
を
快
い
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
心

き
ら
に
人
事
管
理
を
不
誼
首
な
も
の
と
す
る
第
二
の
理
由
が
的
使
聞
係
の
発
展
及
び
般
消
の
張
反
の
中
か
ら
生
じ
っ
冶
あ
る
と
し
て

，
賓
の
如
き
諸
点
を
持
摘
す
る
。

ω
粧
桝
の
現
世
展
に
件
う
材
班
惜
の
L

人
規
模
化
は
管
理
の
中
央
集
格
化
合
自
可

ω
E
E
E
E
E
E品
ω
2
2
3
を
招
き
、
そ
の
結
品
雇
傭

関
係
は
必
然
的
に
形
式
化
せ
ざ
る
を
待
な
レ
c

ま
た
勢
働
事
情
の
一
舵
曾
粧
桝
に
及
ぼ
す
影
響
か
ら
、
勢
働
聞
係
拡
脱
が
施
行
さ
れ
て
レ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
弊
働
者
を
超
継
借
的
存
在
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
事
情
は
人
事
問
題
を
個
別
的
に
彪
現
し
よ
う
と
す
る
人

事
管
現
を
次
第
に
閤
維
な
も
の
と
す
る
で
あ
ら
う
。

(2) 

組
合
の
川
現
と
そ
れ
に
伴
う
悶
休
交
渉
制
度
の
強
展
は
人
事
管
理
機
能
を
縮
少
化
す
る
傾
向
を
持
っ
て
来
る
。
例
え
ば
、
組
合
の

路
間
た
る
存
在
は
勢
働
者
に
強
レ
信
念
を
奥
え
、
ハ
ー
ベ

1
F
の
剥
在
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
ま
た
人
事
管
理
の
恰
軒
の
封
象
た
る
弱

い
弊
働
者
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
職
務
許
償
制
度
は
先
任
槽
2
E
5
1
4
v
の
制
度
に
よ
っ
て
大
き
な
修
正
を
う
け
て
い
る
し
、

不
満
を
鹿
理
す
る
管
の
人
事
相
談
や
面
接
制
崖
に
針
し
て
苫
情
底
理
機
構

3
2
2
E
E
P
O
O
Z
E
Z
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
一
般
的

に
云
っ
て
周
体
交
渉
制
度
の
殻
展
は
、
経
叫
常
側
の
一
方
的
決
『
定
の
範
囲
を
縮
少
せ
し
め
つ
〉
あ
る
。

以
ょ
の
如
き
論
理
由
か
ら
、
勢
働
者
の
利
径
は
経
営
の
論
理
と
矛
盾
せ
ず
、
従
っ
て
勢
働
者
は
絞
皆
の
論
理
の
下
で
働
く
べ
き
も
の



で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
人
事
管
理
は
杢
く
宙
に
浮
い
た
存
作
と
な
り
、

「
退
宰
の
鞍
術
」

(
吋
町
内
凶
】
司
自
問
ロ

ωロ
凶
】

の
意
味
し
か
持
た
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
川
相
皆
側
は
今
と
そ
新
た
な
哲
皐
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
組
合
の
論
理
を
永
槙
的
な
も
の
と

L
て
承

認
し
、
組
合
と
共
通
の
目
標
を
持
っ
と
と
予
あ
り
、

r
の
考
え
方
の
上
に
立
っ
た
健
全
な
人
事
計
重
と
そ
笠
ま

L
く
ま
た
旺
し
い
方
向

り

で
あ
る
と
述
べ
論
を
結
ん
で
い
る
。

以
上
よ
り
パ
1
キ
ン
の
見
解
は
、
組
合
主
義
を
弧
調
し
、
し
た
が
っ
て
続
時
に
お
け
る
跨
働
者
の
問
題
を
組
織
射
組
織
の
関
係
に
お

い
て
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
の
一
新
た
な
人
事
管
理
批
判
で
あ
る
こ
左
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

陸
的
人
間
関
係
論
に
到
す
る
批
判
位
、
尾
高
邦
雄
、
「
産
業
世
曾
単
を
め
ぐ
る
最
近
の
輸
守
」
{
鰐
問
問
題
研
究
、
四
主
、
四
六
、
四
七
号
)
及
び
潰

品
、
前
掲
論
文
二
元

O
l
一
八
八
買
で
詳
細
に
招
介
き
れ
て
い
る
@
ま
た
新
た
な
人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
パ
1
キ
ン
の
論
文
や
し
『
旬
。
E
Z
U
F

叶

Z
』U
5
2
1
2
ミ
F
h
m
E
L
L
-え
さ

3
1
ミ
S
品
2
2ア
呂
田
∞
な
ど
が
あ
り
、
ギ
レ
ス
ピ
ー
に
つ
い
て
は
雲
島
良
堆
氏
が
「
職
場
士
気
の
問

固
と
ホ

y
ソ
ν
・
テ
グ
ニ
ツ
グ
」
〔
一
橋
大
島
産
業
鱈
皆
研
努
斯
術
、
「
企
業
鶴
替
の
中
、
口
問
題
」
所
輪
組
】
で
紹
介
し
亡
い
る
。

間
ソ
ロ
モ
ン
・
パ
1
キ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
紡
棋
士
野
働
航
合
の
調
吾
郎
長
門
口
4
2
E
H
O同開
2
2
2
F
O片

5
0
1岡
田
仲
間
目
。
司
。
w
m
g
dロ
H
E
。町

〉
目
2
刊
の
旦
で
あ
り
、
著
昂
な
組
合
情
事
者
で
あ
る
。

間

同

印

O】

O目
。
ロ
回
耳
目
P

A
吋

Z
F
C
E
S
Z
A苦
W
A
M
E
h
p
E明
言
え
』
0
2
E
S
L
E】

F
h
Q
lア
司

詰

戸

H
H
E
E
L
E
E岡

崎

町

柄

拘

2
R
F

山

内

官

同

】

pd

。)

川向

F
H
F
司
詰
タ
ア
ト
・
ハ
ー
ト
レ
イ
法
が
個
人
交
設
へ
の
俊
蹄
を
希
望
す
る
一
耳
々
は
、
グ
ロ
】
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
禁
止
(
凡
際
A
3
)
僚
頂

な
い
と
を
指
し
て
い
ろ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
れ
は
和
合
側
の
見
解
で
あ
り
、
二
世
に
は
り
グ
ナ
1
訟
の
下
に
お
け
る
組
合
の
勢
力
の
過
度
の
培

大
そ
公
正
す
る
も
の
と
考
そ
ら
れ
て
い
る
。

問
同
『
五
品

2
1
S
I
S・

ω
H
U
M
P
-
H
M一
戸
田
。
|
四
日
・

(7) 

同

FHP
司司
F

即
日

1
8

(8) 

F
Eこ

HV吋
-
E
I
2

人
間
閥
係
論
を
め
守
る
一
考
察

第
七
十
一
一
省

九

第

蹴

九



人
間
闘
係
論
を
め
「
る
一
考
察

第
七
「
二
容

。

第
一
競

O 

五

二
つ
一
の
接
近
の
意
義
正
限
界

以
上
で
我
々
は
終
日
常
の
持
働
者
集
閣
に
針
す
る
こ
つ
の
は
相
近
を
見
て
来
た
。
前
者
は
粧
品
百
側
か
ら
の
は
世
近
で
あ
り
、
後
者
は
組
合
側

か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
主
た
一
一
方
は
終
航
町
内
部
の
弊
働
者
集
闘
を
問
題
と
し
、
枇
品
内
閣
申
的
乃
苓
一
祉
合
心
理
事
的
性
格
の
濃
い
人
事
管

理
で
按
近
し
上
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
針
し
て
、
他
方
は
か
、
る
接
近
を
組
合
主
義
の
京
場
か
ら
批
判
し
、
組
織
封
組
織
の
関
係

に
基
い
て
時
働
者
の
間
関
を
解
こ
う
可
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
制
論
こ
れ
ち
の
二
つ
の
見
解
は
全
く
立
場
を
具
に
す
る
た
め
同
一
に
は

論
ず
る
と
主
が
問
来
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
同
者
が
具
っ
た
見
地
に
立
ち
、
全
く
異
っ
た
接
近
の
方
法

を
、
と
り
な
が
ら
、
封
鎖
を
等
し
く
勢
働
者
集
周
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
即
ち
終
皆
の
勢
働
者
集
聞
は
こ
の
意
味
か
ら
二
つ
の
具
っ

た
按
近
に
直
面
し
て
い
る
c

こ
、
訴
に
我
々
の
者
察
の
手
掛
り
が
あ
る
。
パ
ー
キ
Y

の
所
訟
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
組
合
は
弊
働
者
の
自

主
的
結
合
の
一
初
織
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
組
合
か
ら
の
接
近
こ
そ
勢
働
者
の
問
題
解
決
の
唯
一
の
鍵
と
い
う
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
し

県
し
て
そ
う
で
あ
ら
う
か

7
0
我
々
は
パ

1

キ
Y

の
見
解
の
吟
味
か
ら
始
め
よ
う
。

パ
1
キ
y
は
新
た
な
人
事
管
理
を
取
術
の
続
化
に
過
ぎ
な
い
左
論
じ
、
人
間
的
接
近
に
よ
る
誘
い
で
あ
る
と
い
う
。
我
々
は
と
の
表
現

の
眠
し
さ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
メ
イ
ョ
ー
な
と
の
人
間
関
係
的
接
近
と
い
う
解
答
が
如
何
に
今
日
の
文
明
批
合

の
危
機
に
針
す
る
民
識
な
憂
慮
や
串
間
的
情
熱
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
弘
、
そ
れ
が
そ
の
ま
、
人
事
管
理
に
導
入
さ
れ
、
生
産

性
向
上
の
方
策
と
し
て
展
開
さ
れ
る
場
合
に
は
、
隠
史
的
に
規
制
さ
れ
る
生
産
関
係
へ
の
考
慮
を
持
た
な
い
点
で
」
面
的
解
答
と
云
わ

ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
人
事
管
理
の
殻
民
に
伴
う
人
間
像
の
麹
還
の
跡
を
み
る
と
幾
多
の
迂
余
曲
折
を
へ
て
よ
う
や
く
今

円
の
如
き
枇
曾
的
存
在
た
る
具
体
的
人
問
視
に
到
達
し
い
日
。
し
か
し
か
〉
る
人
間
像
の
一
姪
選
及
び
そ
の
結
果
が
、
結
叫
明
白
の
生
産
性
向
上



の
要
請
に
基
く
と
と
が
明
白
で
あ
る
以
上

J
V

今
日
の
人
間
性
の
凶
復
も
、
目
的

r劃
す
る
手
段
の
一
意
味
に
解
す
る
方
が
よ
わ
自
然
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
目
的
が
パ

1
キ
ン
も
云
ラ
如
〈
、
組
合
の
論
理
と
封
立
す
る
限
り
、
維
持
合
理
化
の
一
一
環
と
考
え
ら
れ
、
科
串
的
管

理
法
以
来
の
合
理
化
原
理
を
精
練
化
し
た
き
わ
め
て
高
弐
の
形
式
と
い
う
性
格
を
脱
す
る
こ
左
は
出
来
な
い
叫
し
た
が
っ
て
パ

1
キ
ン

が
絞
惜

企
業
〕

の
目
的
を
勢
働
者
に
無
織
な
純
利
目
的
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
槻
点
か
ら
新
た
な
人
事
管
理
の
一
性
格
を
戦
術
の
副
理
化

左
表
現
す
る
の
は
、

f

忙
し
く
事
態
の
本
質
を
街
〈
も
の
で
あ
り
、
こ
¥
一
に
粧
皆
の
論
理
偏
重
の
快
陥
是
巨
た
る
閣
体
交
渉
制
度
及
び
組

合
主
義
の
意
義
が
認
め
ら
れ
、
同
時
に
新
た
な
人
事
管
理
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
。
経
叫
皆
同
の
論
理
偏
重
の
快
隔
を
是
γ

ー
す
る
一
つ
の
有

効
な
手
段
は
ま
さ
に
閤
休
交
渉
制
度
の
務
展
に
求
め
ら
れ
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
組
織
針
組
織
の
閥
係
に
某
く
接
近
は
、
勢
働
者
集
闘

の
問
題
を
解
〈
一
つ
の
軍
要
な
遣
と
一
式
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
杭
替
の
論
調
H
t
r
r
一
た
る
悶
休
交
沙
制
度
の
意
義
を
認
め
た
上
で
、
経
替
の
他
の
一
側
面
で
あ
る
祉
曾
的
生
産
椴
能
を
顧
み
る

時、
7

パ
1
キ
ン
の
所
副
知
組
織
謝
組
織
に
よ
る
解
決
が
何
鹿
ま
で
役
割
を
果
す
で
あ
ら
う
か

7

な
る
ほ
ど
、
今
日
の
経
営
の
大
規
模
化

は
一
層
怖
閥
係
を
非
人
格
化
し
、
形
式
化
す
る
。
ま
た
場
働
関
係
法
規
が
弊
働
者
を
類
似
の
扱
い
の
下
忙
お
き
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
野

働
者
は
超
終
瞥
的
有
在
ー
と
な
る
。
周
体
交
捗
鮪
聞
の
摘
大
化
の
傾
向
は
粧
借
に
よ
る
人
事
問
題
の
一
方
的
虎
理
を
縮
沙
化
す
る
事
賞
も

否
定
問
来
な
い
。
し
か
し
今
日
の
人
事
管
理
の
積
回
収
は
、
ま
さ
に
届
僻
聞
係
の
非
人
格
化
、
形
式
化
の
弊
害
を
認
識
し
、
そ
の
是
庄
の

か
向
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
れ
の
み
に
止
ら
ず
、
岡
体
交
渉
や
法
規
に
よ
る
人
事
虎
理
以
上
の
領
域
の
存
在
に
気
付
き
、
そ
の
分
野
へ
の

進
出
を
は
か
つ
て
い
る
。
間
体
交
渉
や
法
規
が
規
制
す
る
領
域
以
上
の
令
時
と
は
、
総
儲
の
一
世
合
的
構
浩
の
領
域
で
あ
り
、
か
、
る
認

識
に
ぷ
一
〈
「
配
合
的
不
剥
黙
の
阿
国
で
あ
る
。
メ
イ
弓

1
、
レ
戸
り
ス
パ

1
ガ
ー
な
げ
と
の
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
の
夜
見
こ
そ
、
経
替
の

世
合
的
体
遺
の
認
識
が
導
き
出
し
た
貴
重
な
ほ
献
で
あ
り
、
刺
た
な
人
事
管
理
は
か
、
る
分
野
へ
の
進
出
を
意
味
す
る
。
セ
レ
ク
マ
ン

人
間
闘
係
論
含
め
「
る
一
考
察

第
七
十
二
程

第

掠



人
間
闘
係
論
を
め
「
る
一
考
察

第
七
十
二
巻

宮古

蹴

{
国
呂
田
旦
岳
自
自
)
も
「
弊
使
関
係
主
人
間
附
係
」
h
a
吉
岡
崎
-
5
2
;正
司

5
告

同

t
E
E
H甲
山
叫
に
お
い
て
吹
の
如
き
見
解
を
展
開

し
て
い
る
。
即
ち
、
今
日
の
経
時
は
近
代
的
生
産
校
式
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
占
に
岨
お
い
て
の
み
他
と
具
る
一
つ
の
枇
合
で
あ
る
と

し
、
そ
の
特
質
を
、

ω終
持
に
お
け
る
結
合
は
介
業
の
結
晶
で
あ
る
た
め
、
「
止
む
を
得
ざ
る
協
同
」

C
E
U
O
m
E
E
Q
1
2
2
0
5
感

が
先

r
立
っ
こ
左
。

ω粧
瞥
内
の
令
業
の
車
四
日
止
が
仕
事
か
ら
の
満
足
感
を
減
退
き
せ
て
い
る
と
し
r

一。

ω高
庭
の
技
術
的
要
求
が
静
働
者

町
一
家
庭
と
仕
事
と
の
聞
に
ギ
ヤ

7

プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
。

ω統
帥
官
職
能
の
分
化
が
勢
使
聞
の
粧
台
的
陪
縦
を
よ
り
大
き
く
し
て
い

る
と
k
o
日
間
個
人
主
義
の
理
念
が
経
世
の
中
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
と
な
ど
に
求
め
る
o

か
〉
る
特
質
を
持
つ
一
世
合
同
が
沢
代
的

判
世
帯
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
日
の
紋
替
で
闘
争
が
問
題
と
さ
れ
、
白
務
的
協
阿
官
官

O
E
E
2
5
2
0
E
E
E
E〕
を
閃
維
と
す
る
貫

要
な
原
因
を
セ
レ
ク
マ
ン
は
、
か
〉
る
特
質
に
基
く
一
杭
合
的
不
調
操
、
換
言
す
れ
ば
相
互
開
係
の
感
情
〔
E
凶
己
目
白

z
o戸
目
巳
E
5
3

の
不
島
戒
は
か
》
る
祉
脅

r生
活
す
る
た
め
の
訓
練
の
献
却
に
求
め
、
そ
の
克
服
策
と
し
て
人
間
闘
係
的
接
近
を
他
の
方
法
と
、
と
も
に

市
要
腕

L
T一
い
る
。

勿
論
セ
レ
ク
マ
ン
及
び
人
間
闘
係
的
按
近
を
主
張
す
る
閣
明
者
詳
の
一
般
に
共
通
す
る
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
，

さ
れ
る
と
す
る
も
、
今
日
の
広
大
な
生
産
椛
棒
、
と
人
的
組
識
を
特
徴
と
す
る
相
脱
出
直
に
は
か
冶
る
見
解
が
安
営
す
る
点
の
多
い
こ
と
も
認

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
と
に
閤
休
交
渉
制
度
や
弊
働
関
係
法
規
の
規
制
を
受
け
、
安
定
し
た
欺
態
と
上
り
一
居
の
発
展
を
要
請
き
れ
る

経
営
に
お
い
て
は
、
仰
世
皆
を
し
て
他
の
一
位
合
と
根
本
的
に
具
な
ら
し
め
る
抑
制
神
的
関
係
よ
り
も
む
し
ろ
日
常
の
坐
産
活
動
を
め
ぐ
る
舵

合
的
闘
係
が
弐
第
に
大
き
な
内
ソ
品
イ
ト
を
持
つ
こ
と
L
r
一
な
る
。

t
こ
に
経
幡
市
に
対
す
る
枇
合
壊
的
解
容
が
重
要
な
意
義
も
っ
て
登
場
し

て
来
る
理
由
が
あ
る
d

こ
れ
に
針

L
、
組
織
針
組
織
に
よ
る
接
近
や
勢
働
決
規
に
よ
る
規
制
は
消
極
的
意
味
し
か
持
ち
得
な
い
。
何
故

な
ら
ば
闘
休
交
渉
は
務
働
協
約
左
し
て
明
文
化
き
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
粧
品
百
と
組
合
が
守
る
べ
き
楢
利
義
務
円
体
系
で
あ
る
。
従
つ



て
一
種
の
法
的
性
格
と
そ
れ
に
伴
う
心
理
的
効
果
を
持
ち
、
経
営
を
し
て
有
機
的
結
合
体
と
し
て
の
一
阻
曾
た
ら
し
め
る
に
心
要
な
秩
序

維
持
の
僚
件
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
経
営
と
い
う
紅
脅
を
し
て
よ
り
瑳
展
さ
パ
る
た
め
の
充
分
な
保
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の

と
は
一
式
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勢
働
協
約
に
署
名
し
た
「
イ
シ
ク
が
乾
く
間
も
な
く
」
始
る
も
の
は
何
で
あ
ら
う
か
?
協
約
が
持
つ

心
理
的
効
呆
や
苦
情
庭
理
機
構
の
具
体
的
被
能
で
葉
う
に
は
経
撲
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
こ
〉
に
新
な
人
事
管

患
の
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
圏
体
交
渉
や
法
規
で
は
及
ば
ざ
る
分
野
を
開
拓
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
円
パ

7
キ
ン

が
組
合
主
義
強
調
の
あ
ま
り
、
今
目
の
弊
働
者
集
圏
の
問
題
を
全
て
組
織
の
力
さ
解
乙
う
と
し
、
ま
た
解
き
う
る
と
考
え
る
の
は
、
組

織
の
中
に
含
ま
れ
る
人
聞
の
問
題
の
複
雑
性
と
重
要
性
を
軽
視
す
る
意
味
か
ら
伏
し
て
充
分
な
考
察
と
は
一
式
い
得
な
い
で
あ
ら
う
。

霞

ω
回
目
r
H
F
F
E
M
U
-
s

ω
器
開
『

p
~
r
c
t
p
c
E
S
F
Hミ
zkghz
さ

n
E
1
0
ニ-困

E

邦
課
、
は
し
が
き
、
第
一
章
、
第
二
章
。

間
メ
イ
ョ
ー
な
ど
り
賓
験
が
封
鎖
的
な
工
場
内
部
の
峨
場
集
閣
に
の
み
限
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
静
岡
精
油
開
閉
阜
の
立
場
か
ら
批
判
え
れ
て
い

る
。
(
演
晶
一
六
一
ー
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一
六
人
買
)
白
岡
田
国
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G
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E
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目
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目
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団
杉
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前
掴
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文
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二
入
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寺
田
、
前
掲
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文
、
六
四
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頁
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問
藻
利
重
隆
、
経
営
労
務
管
理
、
七
九
一
四
四
頁
@

ω
田
杉
、
前
掲
論
文
、
宜
四
宜
五
頁
。
雲
島
、
前
掲
論
文
、
一
己
入
頁
。
従
っ
て
ギ
レ
ス
ピ
ー
は
、
人
間
関
係
論
の
か
l
A

る
限
界
を
、
纏
瞥
眉
的

の
社
曾
目
酌
と
の
統
合
に
よ
っ
て
越
え
よ
う
と
す
る
。
戸
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0
・
5
H
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M
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例
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出
回
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宮
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メ
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に
お
け
る

人
間
関
係
論
を
め
ぐ
る
一
考
察

第
七
十
二
巻

第
一
規



人
間
関
係
論
を
め
ぐ
る
一
考
察

第
七
十
二
巻

四

第
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四

利
潤
論
評J
を
と
り
乞
げ
亡
い
る
が
、
狩
働
組
合
で
も
利
潤
の
機
能
を
否
定
し
て
い
な
い
と
と
が
誼
み
と
れ
る
e

し
た
が
っ
亡
国
体
安
時
に
よ
っ
て
一

定
的
要
求
が
達
せ
ら
れ
る
と
、
経
替
の
他
町
側
面
で
あ
る
生
産
機
能
が
重
要
問
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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文
、
二
九
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E
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ω
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mw
セ
レ
グ
マ
ン
は
健
全
な
工
場
関
係
は
、
健
全
な
留
酒
や
生
活
水
準
の
向
上
を
必
要
と
す
る
と
と
は
一
耳
ラ
?
で
も
な
い
」

(FEε
司
-
E
U
)
と

、i
O

L
f
 

陶

こ

t
A

に
一
耳
う
赴
ム
昨
日
皐
的
解
答
と
は
、
一
耳
う
ま
で
も
な
く
、
世
曾
現
象
を
人
間
関
係
の
多
様
な
交
錯
と
し
て
と
ら
え
、
歴
史
的
な
問
題
、
特
に
階
絞

の
問
念
が
意
識
さ
れ
ず
、
心
理
単
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
ア
メ
リ
告
の
祉
曾
皐
的
忠
考
方
法
に
基
く
陣
容
を
意
味
十
る
。
円
清
ポ
幾
多
郎
、
社
脅
寧

講
義
、
二
コ
一

i
一
五
七
頁
)

ω

而
し
て
か
L
る
思
考
方
法
に
基
く
結
果
が
紐
笹
内
部
に
導
入
さ
れ
う
る
場
合
は
、
現
買
の
労
使
の
鈎
立
関
係
が

人
間
的
諸
闘
係
以
ょ
に
閉
陪
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
と
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
〔
垣
間
・
冨
o日
夕

H
U
S
-
-
y
日
S
)

ω
炉

問
a

回
日
O
F
F
-
a
L
P
E
E
R王
国
民
判
官
5
5関
v
E色
u

司
・
∞
円

同

ピ

ガ

1
ズ
と
マ
イ
ヤ
1
ズ
も
「
最
低
限
度
の
要
求
に
そ
う
以
上
の
こ
と
を
な
そ
う
と
し
、
ま
た
な
し
う
る
ー
も
の
の
聞
に
の
み
確
固
た
る
人
間
関
係

が
維
持
さ
れ
る
と
い
r
つ
の
が
世
曾
阜
の
原
則
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
〔

E
門
戸
、
司
自
ぬ
)

側

K
M

同
・
出
向
。

F
F
E唱

2
1・
S
l冨

m
H
E
F
H
V
H
E・

ゆ
底
い
四
百
働
同
闘
の
領
掛
に
社
曾
寧
的
分
析
を
行
お
ラ
と
す
る
り
が
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
労
働
祉
曾
撃
の
傾
向
E
あ
り
、
組
織
の
背
後
に
潜
む
人
間

• 

の
阿
国
白
探
求
は
、
産
業
枇
曾
単
と
同
様
に
多
〈
白
問
題
を
投
ず
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
モ
ア
1

君
国
冨
。
。
叶
め
は
前
掲
書
、
一
一
一
一

O
l一一一一一一且

に
お
い
て
、
組
合
の
国
民
耳
目

En『
を
指
摘
し
て
い
る
。
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ι「

寸

ぴ〈

以
上
、
我
々
は
ア
メ
り
カ
の
新
た
な
問
題
で
あ
る
人
事
関
係
論
を
人
事
管
理
と
の
関
連
か
ら
と
ら
え
、
勢
働
者
集
闘
に
劃
す
る
絞
皆

の
新
た
な
接
近
の
意
味
で
組
合
の
提
近
と
比
較
検
討
し
た
後
に
、
新
た
な
人
事
管
理
の
意
義
を
、
特
に
国
体
交
渉
制
度
や
勢
働
法
規
の
規

制
を
受
け
、
而
も
こ
れ
ら
の
規
制
で
は
及
ば
ざ
る
分
野
と
し
て
認
識
さ
れ
る
経
位
。
祉
合
的
構
造
に
即
し
た
点
に
見
出
し
た
。
一
般
に
人

間
関
係
論
忍
び
そ
れ
に
基
く
新
た
な
人
事
管
理
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
経
営
の
祉
脅
的
構
法
と
の
閥
連
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

平
の
場
合
の
祉
脅
的
構
法
は
必
ず
し
も
右
の
如
き
検
討
を
へ
た
も
の
と
は
云
え
な
い
。
メ
イ
ヨ
1
、
レ
ス
リ
ス
パ

l

ガ
ー
な
ど
に
お
い

て
は
特
に
そ
の
傾
向
が
著
L
く
、
ピ
ガ
1

1
と
す
イ
ヤ
1

r
で
も
、
組
合
の
認
識
の
点
な
ど
で
従
来
の
人
事
管
理
と
は
か
な
り
異
っ
た

傾
向
を
持
つ
と
は
一
式
え
、
決
し
て
充
介
と
は
一
式
い
待
な
い
。
こ
の
占
川
を
補
う
も
の
と

L
て
ヘ
ロ
シ
〔
』
戸

E
R
c
Z
の
「
閣
休
交
渉
を

抑
え
て
し
出
2
2
K
O
F
2
2
p
w一∞
E
S
F
Sお
は
注
目
す
べ
き
示
唆
を
一
不
し
て
い
る
。
我
々
が
新
た
な
人
事
管
坦
の
積
極
的
意
義
を
認
め

よ
う
と
す
る
の
も
、
か
、
〉
る
「
国
休
交
渉
を
越
え
た
」
領
域
に
認
め
ら
れ
る
経
怯
の
虻
曾
的
帰
誼
に
お
い
て
で
あ
る
o

こ
れ
に
劃
し
て
、
新
た
な
人
事
管
理
の
意
義
は
、
む
し
ろ
閤
休
交
渉
に
よ
っ
て
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
弊
使
樹
係
へ
の
影
響
の
う
ち

に
認
め
ら
れ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
勢
使
関
係
が
組
級
を
泊
し
て
の
人
間
の
閥
係
で
あ
り
、
双
方
の
努
力
に
基
レ
て
形

成
さ
れ
る
動
的
過
程
で
あ
る
限
り
、
か
、
、
る
見
解
は
袋
営
性
を
持
つ
で
あ
ら
う
。
セ
レ
ク
マ
ン
が
地
方
粧
皆
に
お
け
る
健
全
な
勢
使
関
附

係
の
樹
主
を
強
調
す
る
の
も
即
上
の
見
解
に
遁
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
組
合
の
中
央
集
権
化
の
鉢
筈
が
指
摘
さ
れ
る
現
在
、
充
分

に
者
胞
の
余
地
を
残
す
主
張
で
あ
る
o

し
か
し
持
使
関
係
を
人
刷
閥
係
的
観
点
か
ら
見
な
お
す
こ
と
に
は
一
定
の
限
界
が
存
す
る
叫
し

た
が
っ
て
、
も
し
か
〉
る
限
界
を
脈
問
し
人
削
閥
係
的
蹴
点
を
強
調
す
る
場
合
に
は
、
本
来
経
神
的
問
題
を
そ
の
課
題
と
す
る
傍
使

人
間
関
係
論
を
め
「
る
一
考
察

第
七
十
二
桂

五

第
一
読

五



人
間
閥
係
論
を
め
f
、
る
一
考
察

第
七
十
二
巻

ヲ勺

第

競

ム
/、

関
係
を
祉
合
的
問
題
に
置
き
か
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
そ
L
り
を
ま
ぬ
が
れ
得
た
い
ば
か
り
で
な
く
、
経
情
的
問
題
を
未
解
決
の
ま

〉
に
磁
寸
賞
味
か
ら
も
決
し
て
健
全
な
方
向
を
示
す
も
の
と
は
一
百
え
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
も
か
、
る
人
間
関
係
的
観
点
貰
視
の
見
解

は
、
経
済
的
問
題
と
社
曾
的
問
題
と
を
阿
一
水
準
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
態
度
、
ひ
い
て
は
粧
替
の
社
合
的
構
造
の
無
法
作
な

把
握
方
法
に
原
因
し
て
い
る
。
我
々
が
経
倍
の
枇
曾
的
構
造
に
つ
い
て
特
別
の
考
慮
を
捕
っ
た
の
も
、
人
間
開
係
的
接
近
の
立
場
が
意

識
的
、
無
意
識
的
に
お
か
す
あ
や
ま
ち
に
お
ち
い
ら
ず
、
し
か
も
民
に
そ
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
分
野
を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。
勢
使

関
係
は
本
質
的
に
動
的
温
程
で
あ
る
。
人
間
関
係
的
接
近
宇
一
そ
の
特
質
と
す
る
新
な
人
事
管
理
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
如
何
に
機
能

L
、
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
は
今
後
の
検
討
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
お
ら
う
。
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